
情報教育の学習目標モデルと達成度評価について 
―プロフィシエンシーの測定― 

株式会社レイル（Ｐ検事務局） 宮岸 一孝 
 

Ｐ検協会は 2010年に特定非営利法人「情報ネットワーク教育活用研究協議会」と共同で，新学習指導要領に

準拠した情報教育のモデルカリキュラムを開発した。このカリキュラムは「情報活用の実践力」「情報の科学

的な理解」「情報社会に参画する態度」に関し，技能，認識，知識・理解，思考・判断，態度，体験，行動等

に整理したもので，今回，カリキュラムで学習した知識・スキルの評価行うためのプロフィシエンシー評価

の具体的手法を紹介する。 
 
1. 情報活用能力育成モデルカリキュラム 
 
本カリキュラムは，特定非営利活動法人 情報ネ

ットワーク教育活用研究協議会（会長：永野和男

／聖心女子大学教授／以下：JNK4）の有志の先

生方，およびＰ検協会（ICT プロフィシエンシー

検定協会）（会長：草原克豪）が，産学連携して開

発したものである。 
このモデルカリキュラムは，来るべき時代に必

要な情報活用能力の具体的な内容を網羅しており，

実際の授業の目標モデルとして活用できるように

設計した。 
情報教育のグランドデザインを検討し，授業設

計や学習評価に役立つよう具体的レベルで記述し，

総合的な学習の時間や教科をわたってのモデルカ

リキュラムを形成できるように配慮し，文部科学

省の「新学習指導要領」に準拠させた。 
JNK4，およびＰ検協会は，実社会に通用する

情報活用能力を育成するためのモデルカリキュラ

ムとして，市場から評価を受け，常に改善を図り，

成長させていくために，これを無償で公開してい

る。 
【公開URL http://www.pken.com/index.html】 
 
2. 情報活用能力（問題解決力）への期待 
 
近年，情報活用能力，即ち ICT を活用した問題

解決力を育む必要性が問われている。 
その背景は三つある。一つ目は，情報グローバ

ル社会における，企業人に求められる「仕事の質

や能力の中身」の変化である。 
ICT を活用した文書の作成はもとより，自己に

課せられたミッションと組織のミッションを融合

させ，企業活動や業務プロセスをモデル化し，ビ

ジネス価値の向上に向け，ICT を活用して問題を

解決できる人材が求められてきているという点で

ある。 

二つ目は，初等中等教育の分野において，知識

基盤社会における「生きる力」をはぐくむという

理念が引き継がれ，教科の充実はもちろんのこと，

早い時期から ICT の基本的な操作を身に付け，発

達段階に応じて情報手段を適切に活用することが

できる問題解決力の育成が重要視されている点で

ある。 
三つ目は，世界（ISTE 注(1)，PISA/PIAAC 注

(2)）においても，知識や技能を，実生活の様々な

場面で直面する課題に，どの程度活用できるかと

いう能力が重要視されているという点である。 
Ｐ検は，モデルカリキュラムに基づき，これら

3 つの流れに共通する問題解決力を中心課題とし，

目標実現のための「思考と行動のプロセス」を見

える化し，CBT 注(3)を使って評価・測定するこ

とにした。 
注(1) 米国の ISTE（International Society for 

Technology in Education）はNETS
（National Educational Technology 
Standards）においてプロフィシエンシー

ベースの国際スキル評価基準を作成。 
注(2) PIAAC は「読解力」「数的思考力」に加え，

「ICT を活用した問題解決能力」を重要な

能力として明記。 
注(3) CBT(Computer Based Testing)：コンピュ

ーターを利用した試験方式で受験者はコン

ピューターに表示された問題に解答。結果

は終了と同時に確認でき，シミュレーショ

ンなど多様な出題パターンが設定可。 
 
3. プロフィシエンシーの測定 
 
3.1 ４つのプロフィシエンシー測定 
Ｐ検は4つのプロフィシエンシーを測っている。 

(1) アプリケーションソフトの操作 
Word と Excel を実際に起動して実技操作が

できるかを測定 



(2) アプリケーションソフト以外のPC 操作 
擬似ソフト（疑似メーラー，疑似ブラウザー，

疑似エクスプローラー）を使って PC 操作が

できるかを測るもので，具体的には，電子メ

ールの送受信，Web サイトの情報検索，ファ

イルとフォルダーの操作の3つができるかを

測定 
(3) アプリケーションソフトでの複合成果物作成

操作 
Excel で作成したグラフや表を Word の文書

に挿入し，課題の作品を作る実技試験で，ヒ

ューマングレーダーが結果を判定 
(4) ICT を活用した問題解決力 

PISA と同様，文脈の中で既に持っている知

識・スキルを発揮することで，ICT を活用し

た問題解決ができるかを測定 
 

(例 1)擬似メーラーを使った問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例 2)擬似ブラウザーを使った問題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.2 ICT活用による問題解決力 
Ｐ検協会は，2012 年 4 月，知識・スキルを再

定義し，ICT 活用による問題解決のためのプロフ

ィシエンシーをも評価する総合的な評価体系を構

築し，単なるパソコン操作力の評価だけではなく

情報活用力の評価を含む検定にＰ検を移行した。 

問題解決のプロセスは一般的に，原因の特定⇒

解決案の立案⇒評価⇒実行とされ，この領域にお

いてはMECE（もれやダブリのない）な分析力が

要求される。 
このため，問題の理解・問題の特徴づけ・問題

の言い換え・問題の熟考・問題の解決・第三者へ

の結果の伝達などが必要となる。 
問題の理解とは，文章，図，表，公式の情報な

どを理解し推論を行うこと・いろいろな資料から

の情報を関連づけること・既知の知識に基づく情

報を利用して，与えられた情報を理解すること，

などを指す。 
また，問題の特徴づけとは，問題に含まれる変

数を見つける・それらの相互関係に注意する・ど

の変数が関係し，どの変数が関係しないかを決定

する・一連の文脈にある情報を検索し，整理し，

評価することなどを指す。 
 
3.3 問題解決力を測定する観点 

ICTを活用した問題解決の能力を評価する観点

を以下の 3 種類とし，文脈の中で既に持っている

知識・スキルを発揮することで，ICT を活用した

問題解決ができるかを評価することにした。 
① 意思決定 decision making 

収集した情報，与えられた情報や環境下で，

何らかの判断をもとに意思決定を行う問題 
② システム設計 analysis and design 

相互に影響し合う要素から構成される仕組み

を解析・設計する問題 
③ 不測事態対応 trouble shooting 

トラブル，割り込み，予定からの逸脱，第三

者の誤りの修復などに対応する問題 
 

(例 3)不測事態対応の問題 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｐ検はこれからも学校における情報教育を応援

すると共に，進化する ICT 社会に合った検定試験

として位置づけられるよう努力してまいります。 
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